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別紙２ 

 

客観指標評価 

 

１ 客観指標の重み付けと総合化 

  施策に複数の客観指標を設定した場合は，それぞれの指標の評価結果を合

わせて，客観指標全体として評価する。 

  一つの施策に主指標と準指標の両方を設定した場合は指標の重みを考慮す

る。特段の理由がない場合，準指標の重みは主指標の２分の１とする。 

 

２ 客観指標評価の方法 

 ⑴ 各指標の評価をそれぞれ点数化（a：４点，b：３点，c：２点，d：１点，

e：０点）し，合計する。（準指標は主指標の２分の１） 

 ⑵ 重み（準指標は主指標の２分の１）を含め，当該施策の客観指標評価の

最高点（全ての指標がａであった場合の点数）を計算する。 

 ⑶ 指標の合計点⑴の，最高点⑵に対する割合を客観指標の総合点とする。 

 

  具体的な算出例 

 

  １施策に指標が３つ（主指標１，準指標２）の場合 

  ① 評価結果を点数化し合計（準指標は主たる指標の２分の１） 

    指標Ⅰ（主）の評価 b →３点× １(主)＝３点 

    指標Ⅱ（準）の評価 a →４点×1/2(準)＝２点 

    指標Ⅲ（準）の評価 c →２点×1/2(準)＝１点 ⇒ 計６点 

  ② 最高点を計算 

    指標Ⅰ（主）の評価 a →４点× １(主)＝４点 

    指標Ⅱ（準）の評価 a →４点×1/2(準)＝２点 

    指標Ⅲ（準）の評価 a →４点×1/2(準)＝２点 ⇒ 計８点 

  ③ ①の②に対する割合を計算 

    ６点（合計点数）/８点（最高点）＝７５％ 

 

 ⑷ 割合に応じて５段階で評価を行う。 

   ａ：８０％以上 ～ １００％未満 （大変良い傾向にある） 

   ｂ：６０％以上 ～  ８０％未満 （やや良い傾向にある） 

   ｃ：４０％以上 ～  ６０％未満 （（傾向は）どちらとも言えない） 

   ｄ：２０％以上 ～  ４０％未満 （やや悪い傾向にある） 

   ｅ： ０％以上 ～  ２０％未満 （大変悪い傾向にある） 

 

   例では，６０ ＜ ７５ ＜ ８０ となり，評価結果はｂとなる。 


